
r
濫
歴
日
本
図
経』
三
十
巷
は、

著
者
で
あ
る
博
雲
龍
（
字
は
登
元）
が、

「
万
苔」
の
四
百
二
十一
の
日
本
語
の
語
羹
の
掲
絨
形
式
は、

339
例

消
国
政
府
の
命
に
よ
っ
て、
ア
メ
リ
カ
・
ペ
ル
ー
・
プ
ラ
ジ
ル
・
カ
ナ
ダ
・

〔
I
〕
巴
謂
之
日
語
若
閃
の
類
：·
…
…

＼

〔
II
〕
里
語
若
因
の
類
···
…
…
…
…
…•
82
例

弁）

キ
ュ
ー
パ
な
ど
の
欧
米
諸
国
を
海
歴
し、

光
緒
十
三
年
（
明
治
二
〇
〔
一
ー

八
七
〕
年
に
日
本
を
訪
れ
た
際
の
報
告
祖
で、

光
緒
十
五
年
爾
治
ニ
ニ
〔
一

の
二
類
に
大
別
さ
れ、

田
は
中
国
語、

回
は
日
本
古
語、

因
は
日
本
現
代
話

（
本
書
成
立
当
初
の
言
菜）
を
示
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る。
従
っ
て、

gl)
 

八
八
九
〕
年）
に
日
本
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る。

「
語
若」
で
導
か
れ
る
因
の
音
注
渓
字
を、
こ
こ
で
は
扱
う
こ
と
に
す
る。

本
昏
の
巻
十
「
風
俗」
所
収
の
「
方
言」
に、
四
百
二
十
ー
語
の
日
本
語

の
語
羹
が
収
録
さ
れ
て
お
り、

又、

巻
二
十
二
上
「
文
学
こ
に、

「
日
本

使
用
テ
キ
ス
ト
は、

渡
辺
三
男
氏
架
蔵
を
原
本
と
す
る、

r
濫
歴
日
本
図
経

駒
沢
大
学
文
ネ
鴨
m
文
学
臼
究
窒
a
)
で、

日
本
語
の
訓
み
に

文
表

懲苫
と
題
し
て、

平
仮
名
四
十
八
字
（
「
ん」
を
含
む）
と
片
仮
名

本
文
と
索
引」
（
王
間
貪
引
最
刊
49

つ
い
て
は、

同
書
二
九
S
四
〇
ベ
ー
ジ
の
「
翻
刻
本
文」
に
す
ぺ
て
従
っ
た

•

五
十
字
等
が、
音
訳
淡
字
を
配
し
て
表
示
さ
れ
て
い
ろ。
「
日
本
文
表」
の

の
で
あ
る
が、
．

、．．．
 

ト
ノ・
カ
ギ

カ
ラ
カ
ギ

カ
9
ヵ
ギ

音
訳
漢
字
に
つ
い
て
は、

大
友
信一
先
生
が、

「
「
海
歴
日
本
図
経」
の
「
日

本
文
表
J

」
(
r祖
畔
頓

叶紐註雑
g
i』
)
で
述
ぺ
て
お
ら

C
99
鈎
匙

漬
心
ギ
戸
乃
加
妓
一
云

加
良
加
妓

語
若

態
落
唖
額

れ
る
の
で、
こ
こ
で
は、

「
方
言」
所
収
の
日
本
語
に
施
さ
れ
た
音
注
漢
字

は、
「
語
若
描
落
喝
額」
と
訓
む
こ
と
に
し
た。
又、
「
翻
刻
本
文」
と
し

を
整
理
し
て、
「
日
本
文
表」
で
の
音
訳
淡
字
と
も
比
較
し
な
が
ら、
当
時

て
活
字
化
す
ろ
に
あ
た
っ
て
の
誤
植
等
は、
テ
キ
ス
ト
九
ー
ニ
五
ペ
ー
ジ
の

の
日
本
語
の
音
声
に
つ
い
て、

潤
ぺ
て
み
た
い
と
思
う。

は
じ
め
に

『
漉
歴
日
本
図
経
』

の

日
本
語

本
文
の
修
正

「
彩
印
本
文」
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
修
正
し
た
上
で、
テ
キ
ス
ト
の
「
解
題」

平

弥

悠

紀

-11-



151
琶

謂
之

ぬ
抽
姪

邸
赤
子

と
辺3.12) 1]8117 98 97 93 86 83 81 69 57. 48 23思
妹 叔叔 仲 鍮 門 瓦 亭 餃 墨 硲 海 國 去 わ

母 父 父 林 年 れ
謂 謂 謂 詔 閉

＇

． 謂 謂 謂謂 ろ
謂 謂 之 叩 謂 謂 之 之 之 之 謂 之 之 之 之 語 文
之·之 之 之 之 之 若 字

宇ク 以イ 加ヵ加ヵ都ツ阿ア 宇ク太9宇ク曽ソ で
奈ナ知チ阿ア毛モ乎9於オ都ナ岐ギ度ド都つ＇波’（ 佐ナ天テ通二美t乃ノ覺 あ
井ィ古ゴ比ヒ宇ク波9"い加力 芙ミ良’受ズ奈ナ ・ f 年ソろ

興日止｝ 乎ヲ都ツ語 語力n力夜ヤ 語 謂 若
女ノ 語知チ

・
乎オ若 若波ハ 語 語 若 之fg ...... 

話 若 迎デ＾ 良9語 若 ＾ ＾ 
語 若 語 擾ヵ下 若択キ 也 語 語

伍ィ阿ア若 叔:謂i§ ._, ＾ 語 烏ワ＾ 若若
拉ガ喀力 依ィ古9＾ 若 額ギャカ若 阿ア語 帖テ他9 V V 
以ィ葛4印抹モ厨語 V 匹若納ナV 伍9 r ソ

• 寄奪: !j!!al< ; 象 奪吋乃9； 宜→米i、
約ヨ
妥 起翁ョ ＾ 鴇ヤ 下

古9 Vウ 未力
＾ 

V ャカ
父7父フ 瓦ワ V

拉9 里’
鴨ヤ

話
若

の
「
三 、

本
誉
「
方
r』」
の
製
刻
に
つ
い
て」

を
参
照
し
て 、

博
震
龍
が
原
稿
の
時
点
で
誤
写
し
た
も
の 、
或
は 、

版
本
印

〉
は
正
し
い
と

思
わ
れ
る
文
字、

刷
の
段
階
で
誤
刻
し
た
も
の
を
含
め
て 、

同一
に
関
す
る
も
の
を
列
挙
す
ろ

．

（
〈

（

語
若

（一
五
ニ
ー一

五
四
ペ
ー
ジ

）
は
脱
字
部
分
に
相
当
す
る

蜘玉2 ll1 3 %2 

赤 白

謂
之

印
色
池

ォ
ホ
カ
・』

於
保
加
英

語
若

ィ
＊

ィ
た
イ

以
禰

語
僑
勒
若
＾
語
若

v
c
4

 

希
落
衣

ア
カ
イ

語
（
若）
阿
唖
衣

話
若

稲

謂
之

狼

謂
之

窃窃窃窃316笈恋汲ZD 219 213血曲171邸晒

築金
鼓

菜
餅

詔
之

＞

ト

争

若

西
多
格＞

蓄
印
色
者

ン
ト
キ

之
度
岐

磐 鏡

謂
之

，

●

●

●

●

●

●

●

●
 

レ
ナ
ノ
ロ
＞

謂
之

飛
火

謂
之
〈

語
若〉
西
拉
奢
猥
喜

貪
ホ
カ
キ

ッ
リ
ガ
ネ

カ
＊

於
保
加
禰

今
語

都
利
加
禰

語
若

ヤ
勒

ク
テ
ナ
9
>

ク
テ

“

*

宇
知
奈
良
知

語
若

烏
基
下
＾
ヤ〉．
勒．

ガ
＊

．．．
 

ヒ
9
9
＊

ヒ
9

比
只
加
禰

語
若

西
拉
ヤ
勒

＞
卜
＊

主
四

岐
西
多
格
＾
謂
之

語
若

ニ
ク
チ

語
若

泥
活
奇

オオ
カ、‘‘

呵
ヤ
米

ィ
＊

椅
勒〉

謂
之

謂
之

焙
隧

山
神

人
神

掌 胃 肝

ヤ
モ
オ

ヤ
モ
オ

也
毛
乎

匝
抹
鶏

ォ
皐・
ナ

オ
キ
ナ

於
岐
奈

我
基
納

ャ
ッ
コ

ノ
u
e
ノ

也
豆

古

謂
若
〈

語
若〉
米
日
希
毎

V
9

V
9
 

之
太

語
若

喜
打

ク
チ
ピ
ル

ク

チ

ピ
”

久
知
比
留

語
若

苦
己
＾
己〉
及
魯

争

モ

争

そ

岐
毛

語
若

其
抹

ク
ソ
プ
9
0

イ

久
円
布
久
路

話
若

椅．．．
 

、．．
 

9
ナ
ゴ
つ
0

9
ナ

ゴ
n

c

太
那

古
古
魯

梧
若

他
拉
果
我
＾
我
果〉
操

ォ
ニ

ヒ
ト

ノ

カ
ょ‘

謂
之

於
遁

語
若

西
奪
狸

念tv
ヤ
米

ヤ

マ
ノ
カ
・・‘

謂
之

夜
末

乃
加
英

語
若
（
鵠）
馬
探
ヤ
米

タ
ノ
ン
ミ`

話
（
若）
塔
黒
西
米

謂
之

謂
之

謂
之

唇

謂
之

舌

開
之

婢

謂
之

曳

謂
之

語
若

鰈

•
9

閉
之

語
若

梧

-12-



の• そ
部既; l改れ419 414心
分 か
は 眼 目 ら
‘ 珠 ‘

九 辛

鼻
謂
之
波
奈
諾
若，．．．．
 （
略）

（
略）
•

9

9

9

,

.

.

.
 ‘.，
語
若
米
米

語
若

「
影
印
本
文
」

で
は、

語
若

語
若

カ
9
ィ

ヤ
拉
衣

"
 n

ノ

ッ

可
可
裸
〈
採〉
子

マ

ソ

萬
．

語
語
〈
諾
若〉
馬

謂
之 謂

之

墨 ノ
語
若

マ
ナ
n

萬
奈
古

謂
之
萬
奈
古
語
若
馬
拉
果

の
よ
う
に 、
「
眼」
は一
字
し
か
な
く 、
「
政
語
若
眼」
な
の
か、 ．
「
lai
眼

謂
之
j

な
の
か、
或
は、
「
翻
刻
本
文」
の
よ
う
に 、
「
眼」
が
ー
つ
脱
字

し
て
い
る
と
す
る
方
が
自
然
な
解
釈
か
も
知
れ
な
い
が 、
後
に
示
す
中
国
語

音
を
見
る
と 、
「
追
語
若
眼」
の
よ
う
に 、
「
眼
」

を
「
メ」
と
訓
む
こ
と

は
む
ず
か
し
い
の
で 、
「
眼」
は
「
晒」
の
見
出
し
語
だ
け
で
あ
る
と
し 、

「
邸」
の
音
注
漢
字
と
は
考
え
な
い
方
が
良
い
か
も
知
れ
な
い 。

音
注
漢
字一
覧
表

本
稿
「
二」
の
よ
う
に 、
「
翻
刻
本
文」
を
修
正
し
た
上
で 、
「
語
若」

で
導
か
れ

五肉万
部
分
の
音
注
漠
字
を
監
理
し 、
北
京
音
を
中
心
に 、
他
方

言
を
も
合
わ
せ
て
示
す
と 、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る 。
尚 、
本
書
の
巻
二

十
二
上
の
「
日
本
文
表」
と
も
比
較
す
る
為
に 、
前
掲
の
「
「
溜
歴
日
本
図

眼J
．．．

 

マ
ナ
コ

罵
拉
果

目
珠
謂
之
墨
語
若
眼

経
」

の
「
日
本
文
表」
」

中
の
「
三

「
日
本
文
表」
の
音
訳
漢
字」
の
音

訳
漠
字 、
及
び 、
そ
の
北
京
音
を
引
用
し
た 。

．

①
r

 A
 C
HI
N
ES
E
 E
N
G
LI
S
H
 DI
C
TI
O
N
A
R
YJ

EbILE8
署

（一
九ー
ニ
年

高
本
漫
署 ．
堕
呑·
亭
方
桂
合
貫)

②
r
中
國
音
韻
學
研
究」
（一
九
四
0
年

③
r
全
國
主
要

方言
甚
方
音
封
照
表』

品
g

aH罪

四澁韮
m)

〔
中
臨
書
局
〕

前

号

要

目

文
の
伝
達
類
型
と
助
動
詞
の
相
互
承
接

宮
崎

L
伝
達
の
ム
ー
ド
に
よ
る
古
代
語
助
動
詞
の
分
類
試
案
—

万
象
亭
が
源
内
か
ら
受
け
継
い
だ
も
の

石
上

啄
木
と
哀
果

高

正
宗
白
烏
の
眼
力

越
智

杢
利
玄
①
ー

習
作
期
の
感
性
ー

吉
田

芥
川
龍
之
介
r
妖
婆』

の
技
法

川
野

三
島
由
紀
夫
に
於
け
る
形
容
語
と
し
て
の
淡
語

新

ー
r
天
人
五
哀』
を
中
心
に
ー

藤井
高
尚
文
題
索
引

「
鶴
の
葬
式」
語
彙
索
引

工
藤
進
思
郎

下
河
部
行
輝

9

9

 裕 俊英淑
美良彦保玲敏

和
人
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八 〗
字

用
北 京 四 川 温 州 上 海 寧 波 浙江

数 ① ② 
’
① l ② ② ① ③ 

あ 日本文表 阿 加鵠声 8'（が．d',d3)
阿 27 0, a 0,a, U ouJ aJ v.ah, Y. . ! d. l

し‘ 日本文表 伊 京音

. I 
I 

衣 23 ．; ． I I し I l I 1 ti) 
椅 12 1 I i' 

I :i,, V, e 1 : I 

以 11 1 ； し I 1 I i) 
3 cyi,syらyi' yai .• ! icti I l/ih I. I 

: ' 
伊 3 I I I ; l I i 

必 l pi',,. pi pi pi,bi,\ pie p1 pih クI.

依 ．
i 

． I I 1 l ,. ） l 1 [ i) 
醤 l し I し : I ， 1 !iJ
揖 1 y I. ＞ 

I yai [ i di I I. h
已 : . 

I t l l t I し : I t i.) 
椅 1 t I り乎‘: 1 I. l., y 2.

う 日本文表 烏 w�• (yd') 
： 

x 伍 10 tdu ”g i
・

切 u,”g (U) 

u ; u u X 烏 ， u u: u t ul
: m X 五 3 辺 u u n9 り U ぃu,”g (U) 

J．O 
，

ja l 如a z1'ah 公‘己若．、 1 が° ;za tz 
鵞 l ”90, 0.mo ゜ ng,n,’゜，；り 刀 U ”りOU n冗noE)

ぇ 日本 文表 葉・ 平声 yeh4 (sh6 ん）

額
・ 2 ＾ ＾

りe 呵a\伊 り9 ngah (几"l'J
Yd.?)e,nqe

菓 2 ye :, je 択: ie e yeh I. I. 
［和il

埃 1 $a1． , 1ya1 呪 ’ sa i e e ce 

-14-



お 日本文表

我 12 
＇呵 4 

拍 1 

俄 1 

か 日本文表

’` 未 37 

ふ 3 ・

唖 13, 

喀 I 

果 1 ・

き 日本文表

基 11 

格 ， 

捷 4 

吉 3 

起 2 

喀 l 

其 1 

＜ 日本文表

古 19 

苦 8,‘

活 2 

．鼓， 2 

骨 1 

穀 1' 

我 下平： 窓 W03 (e;) : WO
『

WO ゜ 11g· :り りU カgo

ho, v. ha ho hou,v. ho 

J.ngo,o ．四 ゜ 咆”go［り りU .ngou . 

呵o,o,roo ゜ ”g ；り りU -ngou 

開唖切 客
．

上平 k'ai'. ka'c kci.,., ka3; kaり
C(ka,CCh ‘ia 

p‘iが，pien
V. c.ka, ck�
v. ck，^ ‘ヽa・ ,ck‘§,cch 、a

kwo ： ko 

若 牙音 h • I 
C I 

chi ねi

s硲 ke 
cch 、. ts·,. 

schi "t,cie 

ch'i t,c‘ i 
v. ck,a，ck‘ゑ
cch‘io 
ch‘i t,¢i 

姑 ku' 

ku ku 
k‘ U k'u 

cku,cku ku 
/,<·u ku 

"'ku,.s:ku ku 
cku ku.·

CK‘a ] 

bie j 

: 

k‘a [ 

ku [ Ku: 

ci,v.ke[ t-が

ka i ka 

ctsi : tsi ： 

CI.01. l tciai

c'i ! tc;'·, 

k‘a; 

dii,9i ［如 i

ku [Ku 
k'u • j k'u 

cku [Ku 

ku 1 ku 

kue,母kye

ku [Ku 

- 15-

k‘a,d;z.ah 

l:,ie名

,’K ‘ak 

ku ‘ kou 

砂 i C, l 

ka l<ah,v.gah 

tsi C tSi 

tci , cih 

に‘ i c ‘ i 

k ‘ak 

d,か dji 

ku 9ku 
k'u ·. k'u

ku ku 

ku �u 

kue km砂

ko koh 

t几nEoJ 

[ ThE 
o) 

J[.E 
[ 1)0 J 
rr.E 
9no)

("5KY‘a. ?） 

(«KX 
u) 

1-1 I, 
It,61) 
«Y.
[k 
U I 
(tci) 

品
·

く1
[tc‘ i) 
t 万kY‘a. ? 

«X 
C kul 
(万KX‘u) 

«( Kx u} 
«x己
iku 

茫



け 日本文表 客以 四川音 k‘o4.. 1 3 
格 3 £ k§ ke ka [ Ka ko kah,v.gah 舒
客 l k‘ ヘ ン k'e “lkcd. k‘9. k紐，K‘邸ん ひ

. e 
喀 1 

V. 

c
c1,c
k
ゎ
ヽ
，ck<£, k'a ! k‘aん r5 kY‘A. ?） 

e l• a 
こ 日本文表 鍋 kuo I 

可 11 • K ‘o k‘o ’ 
k‘o:／／ k‘し k‘ou 弓E

[ K‘ol 
果 5 k”° ko ku l k し ku kou «x 

[ Ku) l uo ゜ 吋！り りU 呵°

各 3 cko ko ko l ko kっ koh. 誓
葛 3. 5 ko ko cie [kye kc:e.. kah, K邸
文 2 ko, kwo ko ku : ku. 如 kou 
古 1 ku. ko ku i ku. ku. ku «x 

C ku) 
さ 日本文表 撤 上声 sa'(sa 3 ) 

沙 10 S加 存i so : so so so ムE
[SO) 

佐 1 C'tso� tso' tso tso,tsti; tsu tSlA. tsou. 
作 l tSo-', s:tSO t50 tso i tso tS3 tsoh. 麿： 

し 日本文表 細 hsi + 

西 25 hsi Si S l. ： i S1 s1 si Tl 
CCi)

喜 17 hsi (, I hsi ! �i C. i hs� T l 
(Ci)

希 3 hsi. �i hsi i Ci (, j hsi tTC l i) 
忌 2 ,hsi 硲 ie s,． · ． i si s; sik 品 1.

睛 1 ,-fis ia.. (;id ha,! ha. hc:1. haん
所 1 so su so ． ; ． SU su so (ムSXuoC:) 
日 l J.I ．．,

そt zai•,' ne; za·i ze j8ん，nyih,v.mih. ム
＂

せ．
(Z 

知 1
. 

ch i. t5 1 tsz I ts1 tSl ch�· [p tS) 
携 1 .:chi tsi' ctsi f tsi tsi ctsi UI

(tci) 
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す 日本文表 四：司 SSU4: SSlA 1 

司 12 sz. S 1 sz j S 1 S l sz ら
史 3 sh� ? t sz: i s 1 s 1 · sz .t� Sl 

＇
ム斯 2 sz. .. s 1 s z. i S 1 s 1 sz ; (S) 

士 2 sh�• s1 $zz l z1 zl szz [ムz亀‘ J 
圏 l t ‘I,{..: t池 dし': dt ’ du du, |h‘‘X 

; |（d ‘ul.
1 是 1 Sん；； :,i · 1,.2z i zi zl zx. (

ム
Z`｀l

、 1 ・絲 1 sz · S1 sz. 」 51 51 sz (ムS) 
せ 日本文表 砕 山東音：舎' sui4:she々 sh€3)

奢 2 she ;5e s i : \ s i so s加，shらSO

邪 1 hssi ie sie: zi． , i ．．: z ．I z id z,． a, 
, ： 

窯 l .hsi.e s.ie si .; • 
．s· 1 Sid. sieJ 1s ゆ• (T C

I idY 
)

協 1 ·chsie c,.ie, ye ! fiie h·1c. ya.h
． 塞 ．l c sai,sai� s含 se se,se'! Se sa sah,se, 

舎 1 she^ 廷e Si , ! s i so sho9 :'she9 .v.so (ムsEo) 
そ 日本文汲 索 去声 SO 3 (SO2 ) 

＇所 7 so SU s·o ! SU su . so (ムS
X
U
i!"O) 

沙 1 · ska.. �d so : so so so rム.<:
でn1

秒 1 so' so sou. 

索 1 .<"so so soJ sa.j so s:>· soh. 
た 日本文表 塔 t ‘d3 

他 14， がa t<o 磨迄 t‘u t‘ u t,ou, v: t'a, 合ふ

＜他也＞ 1 y e i e yヽa, ヽa. ：; 

' 

J． , i d ye , y a 

打 1i， . ta, t砥d蕊，
taみ，t叫，v. taa五 (mtatnl

答 3 eta, stt:L td to,do,1 tee td taん
(
わt

Y
d.?1

.

含1 1 .ta,,ta.. td to,do,i tre td taん C力tY
d . ?l 
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塔 2 t'a.. > t’d ta,t«
。 t ‘d t'd . t'o.h I(がt‘ ．

達 1 sta td. da,:dd dd daん I tmd'd. ?) 
太 1 ` t ‘ai t ‘a i t ‘e, t ‘a [tt‘Y d) 
躇 1 ,ta,,れ，�tlz,t,a» t'd da. ン／ ／ d.aん 烈·

ら 日本文表 基 京音 h •IC I 
茄 10 chi, 加i ci,v. kei 1;� j tci Ct 1-11. (�f.l)
撓 4 ぐchi tSl c t si i ts i · tsi ctSi ； 1-1 I.'

[tGI] 
吉 3 “chi t,6ie ciai) t,i;ic1i t;C i cih レ11.

（もC ＇ 

難 2 chi tG i ct .: ． tC.I “i CL （
1-1

な
1 il. 

己
·

2 chi t,�·i ci .: tci. to i c� U I 
(tciJ．知 1 ch i t5 1 tsz i ts1 tSl ch i [tS) 

" 駿 l 凸；；n，hsiin Ciun,: chi'”9 
姪 ch ‘i t, c‘i ヽ·，' （• “‘ i, c ‘i (

〈
t
|
C'i l 

l C L : tG ・ l
奇 I oh‘tEhi, t.がj d.ji,ci\/ t6‘ i djiJ ci. r北、 i l 

っ 日本文表 皆 tzu3 
子 12 tsz. tsl t:sz i tsl tsl tsz [

p tSl 
止 8 chi.' t 5 t tSZ i tSl tSl tsz. 

t:tS) 
知 7 ch i t 8 1 tsz'tsl tsl cki [ ，， tSl 
之 l 必i' tci ts.z tSl tSl ts;z. l ＂ ts) 
支 1 ch i. t$ l tsi. tsi tSl tsz [tSl 

て 日本文衷 昼回II音 ti eh12 
迭 2 sti'e tie die, ［ d ie di diks ＇ 

特 2 t ‘ ^’ tC ·e de'[ de da , daん， 麿
•, e 

： 
帖 l ぷie，(t'ie t'i e t'ie i t'ie t'i t‘iah t. (.

[ t' 
と 日本文表 多 京音 to 1 < to:l ) 

多 22 to to tu,r11'l ． tu tu tou hE 
[to)

-18-



奪 6 s to .. to 必．: dee dee. dah ， 歴
·

揮 3 C がo, s: t ‘o tt.h'o.• .tt,0'ua
9.,.: t'o，t々,doと C去tて'o1 

脱 .2 ct'o:t'o t’o t'oJ ,t!ii i t‘
② t ‘ロ 咋h,t ‘8ng 替

妥 1 t'o. t ‘o t'0，t'IL \ t'U t'u. t'OU ＇r去tE‘o.J 
染 1 to to to，泌o ： to tu tou. (ヵtxU) 

な 日本文表 拿四JI！音此字音尾略搭然字音 11d 2 

拉 22 c la { d c la i/ Id toh’' c la (分lYd) 
納 4 na Id 

..

; na: ”aん 怒”° ne 

那 I < na9 , r1a.
» -9 . 710 I O 和nu!/／ ”a, no“ (311Y d) 

に 日本文汲 休上平声舌音 n i 3 
.. 

泥 4 
.

. , n, 坪9’.’,ngヽ．．．：11,．1 n,1 巧らv.na-nyi ii. sm,”L ('11,1) 
禰 4 / ”g9,mI・ょ.； / 
里 3 t t. Ii l :. : I I' Ii ↓i 名

l
‘

i J 
尼 2 c-ni, 、 Tll s呼

し..； ぐ ni,$ny1 t'I 
(rt,i)

， 宜 2 し I n, i I n· i nI ”が・ 1 rrm, i) 
祢 2 ”t ． ． 711 呼i l wi n l 呼'. 9 ”g (�nI i) 
紐 I niu n,iau; ，： 呼伍

ぬ 日本文表． 路短音略近洛音 lu+ 

魯 5, . Lu lu Lu, lo 1 I サ lu { l,/
'

ね 日本文表 内耶 nei 4 (nが）．yeh'(yeh'>

勒 21 c (ei,sI企•9む le ·le ! le
.

Iつ' Laん

乃 I ア701 |ai ”a : ne ne ”e 

の ・ 日本文表 憫 回II音 no 4 ＇ 

牒 12 k”° ku ： kou 

墨＞ 1 l、. I; 9, • il i . Ii l : ·

落 6 Lo; lau:v. la' lo lo,v. ta11 ! Io· Iっ loh、 分る
(I 
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裸 3 clo lo {u,{o,lu: I u lu Lou 
郷 1 . ”° lo no,naha/ ／ nou 

那 l 、na，加切0 lo 油，、nu/ ／ na, 710し ラY
[na)

奢 1 she ＾ se. si si so sho,sIもSO

'は 日本文表 吟 紐若大笑在句末続窪 ha 1 <hc13 ,k‘叱shが）

吟 24 cha.,Cha ha, l hah，如んv.ha,9a 品
海 l hai, v. ha. xa, he i he he he ［ふ

ひ 日本文表 西 hsi' 
西 8 hsi. Si si \ s1 sl St Tl 

tciJ 
喜 7 hsi 6 1 hsi \ Ci c; i hsi Tl 

(Ci) 
息 1 shsi tsie ：． 

s; siん TI• St ! 51 [C 
希 1 hsi G, i hsi i.Ci c;. i hsi Tl 

[Ci J 
ふ 日本文表 夫 fu 1 (f心）

輔 6 サ fu vu 2 vu ヽ

父 6 fu f.u mu， 匹
”
，： : Vサ vu vu, fu. 万X

wu,fu: (VU) 

夫 1 fu .fu. hu,fu, ： f� f v. fu, vu EX 
匹 (fu) 

ヘ 日本文表· 黒 京音 hei 1 (ho勺
煤 2 ふei,Chei,hな xe he he h� ha.h. r己

[h 
赫 l んsiO:,he• xe ha i hd ha haん

ほ 8本文表 火 上芦京音 huo 3
・

火 10 h血o,ho XO fu 
• h u. hu hou. C

rh
x 
u 1

ま 日本文表 麻 ma2 

馬 37 ”a ma mo,mo mo 712,0 nY 
tma)

嬌 3 謡娯岳ばな mo ! mo nY 
(md) 

麻 1 ma, md mo I mo mo nto nこ
CrnoJ

み 日本文表 米 去声 mi3 
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米 43 

虎 2 

禾 1 

密 l
` 

衣 1 

む 日本文表

拇 ， 

木 2 

母 2 

栂 1 

抹 1 

睦 1 

め 日本文表

毎 5 

菱 5 

墨 4 

'.. 美 1 

妹 1 

米 1 

眼 1 

も 日本文表

抹 20 

莫 4 

摩 2 

や 日本文表

租 11 

?n,t 

c m,..nt 

me1 

”？ し・ユ

L 

母 去声
?nu: 

. m-u··.' ． 

mu 
C mu. 

cma.,c-• mo,mo ， 

mu ， 

妹：堡
mei 

ma•9 ,me ̂ 9 

me＾ 
� 

meL 

9 me t 

加し

ye几

Tll I ヵi.
． 
' ;mi 

り：9t.i
'

ue Vt ．: m． , 
． ， ..＇ . ． m, m1,，，，,oe m,e 

I し I ，
． 
I 

mu3 

mu /: mu

mu mu i mu 

mu 7九 j 1'1'1U 

mu ·ll 況． ． 

rno nia↓ ．•． : :
”’’ mu ; 

mei.f.: mo<f-

me 

me 

rne 

me 

me 

ml 

ien 

. : ma�: 

ma 
． 
; md 

mai ! rridi 

ァnL
： 

: m1 
. : m,aL 

mi ：: l'l'I ． I 
： 

ngん i 3d 
磨 mo .1 (moり

ema9 ..• mo9 ,mo ， mo maI's ' ' ，; 
” 

： mo mo: ． mo 

、mo)cmqV.＜9na mo "m,smu,, m 1,1. cmO 
牙 yd2

ya. id 乎e,｀ya i o 
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ml ”1ヽ nI 
('Illi)

c ni, 、 nが

VI Vi ， ”？↓ 

miん n l. m1 
[111 

I l 

mu v. meん

mo moん nc:. 
[? 

mu mo"u.. ,mo,”し nx 
[-mu)

.• "ii nx mou,； m (mu) 
maん 冨 n己

rm 
moん

n 仕meL (me9 
ma maん nY.. 

Cmd?J
ma moん ne:

cm 
me meL n廿

(me)
nせme1, [Te) 

Tn I ”？し n1 
(mi]

ne ye冗，”yaa江 [
冗

YJEai) 

mah s n古
(-m 

moん n� mo tm 
mu� mou,v. moん nc 

(mo)

こ yiio, o (IiY 
d) 



囮 6 ya id ゜ ［。 ::, ゜
IY (id)

·
堅 2 cya ia a, i a d aん Y. 

(d?J
．鴨 2 cya id. a. : a d ah, v.aa~ 九

Y. 
(d ?)

鷲 l cんいし ムiu9iui 必iu,ziu.V. Zilt s : 
ゆ 日本文表 由上声 yu2 ， 

有 6 you, lfU. iu yau l idu ia yzu I“ヌ
rnenau 

油 2 yu,yol.t. i u yau j idU ia yu, r又
“<i»U)

由 1 yu, y()と i. u yau : iau i a yu l"ヌ
96ci畑J

よ 日本文表 約四l[l音 yueh I (yao 1 ) 

約 10 、yo,.yau,c炉 io ya ． ; id i a. 評ん IY 
cia)

ら 日本文汲 人而人玩上平声
· ^ 2 ^ h 2Jen. e r 

拉 21 cla I c:I. cla[／ Id lah5," la. ヵy
(ld) 

納 l na ， Ia no... , nee. ne ”aん 3と[n 
乃 1 ”aL lai na ; ． ne ne ”e 

抱 1 pau ， p‘du .rboe: be b:::> boa.. rゲb‘a仏で）： 

り 日本文表 利上声 Ii 4 

旦 18 l i Ii l t. i Ii ・ Ii l :. 分1
(I i)

力 2 l i., I ie l i ： ； ; 1 i Ii liん
（�I•

立 l l., l i l I' l l i Ii { iん 召
＇・

I . 

李 I l i 1.i Ii I Ii Ii I l. 
（り！）

る 日本文表 路長音 I u. 4 

咎 ， lu lu (u, lo\ ltt I 1.4 lu 

陸 2 {iu�·/u> I u. lu | l u lo Lok 分乙
t I 

れ 日本文汲 内京音 nei 4 (nd4) 

勒 7 ,/ei,1 Iふ ,;, le le 1 le, I ，，， laん

ろ 日本文表 諾京音 YlO 4 
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ゎ

ゐ
．ゑ

を

ん

いん
おう
おお，
カ）•し‘

がし‘ ‘

きゃ
きん
こう
こお
こん

落 6 to;l(J,II祁． ↓a» lo lo,v.l公lo 1つ {oん
採 3 k匹 ku kOU 
築 2 lo;yt):y；；ら

シ
炉， lo l n°秘”む°. lo 1つ loh,yiioh戸fod

那 2 

羅 1 

拉 1 

日本文表

瓦 10 

珪 4 

襟 1 

日本文表

日本文表

日本文表

日本文表

硬 1 

本 1 

，印 1
. 

腐 1 

呵 1 

該 1
. 

泌 2 

恰 1 

金 1. 

父； 3' 、

果 1 、-

工 1 

cna,”a2 J ”° lo 
lo LO 

C la, la 
窪 wが

ua. Ud 

ua、

ua.， ud 

cna)9nu[ / 
Lo, I u \ I u 
cla...\/ 

： ngo :乎°
uo :， 9 

mo 

／ 
I l.L 

Id 

uo 

”a
ノ ,nou: 

lou 
tah59 cla 

ngo 
匹， v.waan ...., 

ma.ん
意：烏以 i 4- C°1 '") : WU 1 (yct' ) • j 3 

唯 上声四川音：維 wei :, (wei\ wei 3): wei 3 
趙我：我 e l · W03 （が） ：Wが（釦） ｀ 

読若南人語祢我之祢

yin, nga.e i りE り珂 77伊＾呼9”伊 ”
～
f 

＾ 
pa77g lpaり pe＾ n9 pen pen pc1り

yi 九 in yang: i呵 i91J 乎呼
WO u ou, v. K(OU 
んo, v. ha. ho 
kai kcti ke l ke ke ke 

1;Gin 

ko [ Ku ku 
kroo ko ku i ku ku kou 

koり l ku3 koり

-23-

炉

り乙
r I 
(うnYal 

t 分IYd l 

[冗
'!)
.i!O) 

nY. 
[md?J

クら(pen)
Iら
(ien)

t:OJ 
「E
(ho)
(
«Kせe) 

< l y.
(tc

‘ 

（11以；
1 iら町） 

«x 
(Ku)
r «kュv，，） 



さく 覺 l t<;io ! ko t,t;id 

さん ·珊 1 

ざう 若 1
• 9 

平° 抒；如d zd ziaん ぶ己
が

'
. 

: (Z 

しう 朽 1 

休 l 6iu 1 �idu.· c·,3 T収[CI1U)

しゃ 薩
＇

1 

蝦 1 

しゅ 叔 2 秤
ム乙
rs 

修 l Siu ； Tlヌ
＇ ． (6i かU)

殊 1 秤 ; zy d刈．． 
u�z

しょう 學 2 cio 
l 

6o 和d r6(y)0)

所 1 so su. so 
i 

su SU so ムXE
(SUOJ

じう 紐 1 n1 IL. ngiauj n,2． U 

じん 謹 1 U Iし
CtCt!nl 

せん 先 . 1 sien ! sie s i e (TC
li名lr） 

sien 
I; 

sie Tl I? 
仙 1 ．; ． s,e 

cc·1乏）

そう 唸 1 eShl,c)%’ie; 
�o s

s
u
ii 
e.y咀 ¢ye sre shM,yii.叱sei ムゼ

shu� (S 
ちょう 作 1 tso; 、 tSO tso tso 

: 
tso tsっ tsoh. 

： 

とう 際 1 to to，甘o tOI.(. h( tZ OJ 
どう 殷 1 to to,'cl。[ tou ヵこ

rtOl 
ねん 年 2 nieTI . Y\,

． I e �ie （r叫1 る
e

1
のう 操 l k匹 ku kou 

はん 竿 1 han xdn 畑e hei． n ～ ［ふ
ひゃ 悶 1 �hsia. Gid ha, ： hd he:\ hah 

ほお 火 1 加o, ho XO fu ! hu hu. hou (rhx u ] 
まん 馬 1 ma 70

: 
mo mo mo nY 

ァ Cm�) ,

-24 -
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みゃ 妙 1 

みゃう 砂 2 

めん 綿 1 

よう し喜 1 

りょう 掠 1 

りん 領 1 

るっ 一9ヽ 1 

をつ 窓 1 

ば 日本文表
ぴ 日本文表

比 1 

ふ 日本文表

補 1 

ペ 日本文汲
ぼ 日本文表
が 日本文表

唖 ， 

阿 l 

七 1 

ば：：： 1 

ぎ 日本文表

額 4 
格 3 

．禰 2 

擁 1. 

I 

m1au 
m1． a.u 
”"en, 

l iail, liio; {iie'
{ t. ng
liu; lu'
l.(./0 

伯 p ‘ a 4 

rn,en 

tGy 
1·,o 
I i YI 

lu 

”".o .. e . : 

”".o. e, 
mie'n1ie 

； 

li6'e 

lin9. l iり

lu I 
u ！

比 p j _3 (p ·, 4 J p'j � > p C j I) 

p� pi pi,bij pi 
布 pu 4 

pu pu p^u：：,.1 bu，: : Pサ

背 pei'< peiA-) 
波 p0 I (p'0 I) 

安阿 an'. g 1 (a尋，d'，が）

0, a 0,a, u l ． 
“ka,cckia 安�a [ 
p1ien,pien bie: 
額以 四川音 ：額 e 2. ·1 3 : g 2 

e＾ 
, n9e ^ りe れ9a りa

.r kg ke ka : Ka 

/
. .ヽ呼9 7119 : 

cchi ts·1 ctsi ts·, 
cyりsyi,yi' ； yai.. iaj 
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””｀ oa, 
”".oa 

rn ie ””. e~ n 

Liaん

Iiり [in, りIら
C lien〕

loh 炉
ou, v. h,ou 

pl pi ., bi. It ケpIi) 

pu pu 

ouJa,v. ah> Y. 
td ?]

拉，心ah
bien 

り？ 呵aん 冗Y.
[nd?J

ko kaん，v．qaん c «kYa. ?J 
-

tsi c tSl UI 
rtci J

l りiん I• 



休 I ”t I nl 呵i 布 I '}'t1 ngi, ng (t1\,i. 1)
ぐ 日本文表 悶我 OU', Wo 3 < e3) 

古 3 ku ku ku ku ku ku « X 
(Ku)

注 1 c知，ck乙 ku cku ku ku ku 
げ 日本文表 宜額四／fl音 j'• 62 

＾ ＾

呵ah 冗Y.頷 2 e, nge りe 呼の；呼 叩 Ind?J 
格 1 c kg ke ka ka ka, kCilJi,v. gah «I k

Y
o.. ?〕

C' 日本文表 餓意近悪去声 e ̂4

可 3 k ‘o k(。 砂\/ k‘u に'ou [ 万K
E
‘o ) 

我 3 
:0 呵： n が人 n50 冗EWO (l10J 

葛 2 rko ko cue) ； kye kre kah, K砂
ko ku «X 果 2 kroo ku i ku kou (Ku) 

各 1 cko ko ko ! ko K.:, koh ． 
終

鵞 1 巧’O, O,n.10 ゜ ”g,"f°iり り U n9ow 冗こ
tml 

ざ 日本文表 日阿阿上声京音
.. h4 ,,.. I d+ I 3 JI,e( ·d-d) 

惹 1 ．＾

ze zi,zi l\ zi. � je, zo je 
じ 日本文表 日亦匈II音 j ih4 · j-4-

基 3 chi むi ci,v. ke; t,�i むi U I CL (tl;i) 
士 . 2 $Chi tcie c1a1 tcidi むi cih UI。ロ r1;c 
井 l chi”3 tsin tsing tsing (utcli

し
en) 

携 1 '°chi. tSI ctsi ; tsi tsi ぐ tsi U) 
(tc.1 )

ず 日本文表 日師回II音 jih+ . sh•，h' 
知 2 chi. t�t tsz tsl tSl chi' c tS) 
司 1 Sl sz S1 . 51 sz ムs:z (S) 
直 1 s占i,chi' tst d:zi dzi dza dzih 公せ．

(Z 

止 1 ch i.. t�t tsz j ts1 tsl tsz l[アtS) 
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ぜ 日本文表 日栗 四川音 jih 4 -- yeh う (sh釘）
熱 2 :I 9 る', 石e nqie )l'ltie、 ze jeh, n9ih ナI.[n, 
惹 2 

• ＾ 
そe ;z1.,zr.1 : ' :Z -· I ／ je, zo 1e 

舎 1 she. �e、 si ! S1 50 蜘，she, v. so £ ムsE01
ぞ 日本文表 若 回 11音 yao 4 (j o 4, j � 3)

左 1 'tso, tso > tso tso,tsu. \ tsu tsu tsou !アtSビO) 曾 1 ts'e:呼9ts677g ts'en d tszaa吋”9 : 'dza"9 dza!J dふg,v.dzing
だ 日本文表 ジム 上一字印借伊呂波中云字音 hai4

打 3 ta tae,dae ! ta�が叱v. taa名 '7Jtc. 
ttaTJ)妥 1 が0 t'o t'0，t'u t'u t‘u t (OU r大tE'ol 

乃 1 naL lai na.. ne ne ヵe
帯 1. tai tat ta,cia \ td td te,ta. ヵY

(td)
ぢ 日本文表 宜碁 i'· chi' 

吉 2 、 chi icie cu2L .; tC.ld ． l tGi ci h. 1-l 1.
［も6

携 2 <chi ts, ctsi i tsi tSI ., tsi レI I ： （もCi),
言 1 1en ye ． '：れ''e ie ye荘 r1 C?. 

（が王）
及 1 s chi tr;ie diiai 屯idi d,か djiん 畠：

づ 日本文表 日師 回I I音 ，j i h.._. shi h 1 
子 3 tsz. tsl tsz :tsl tsl ts:z [tS) 
止 2 ch i ti:> t tsz i ts1 tSl tsz (tS) 
難 1 chi t(; i ci itc i tci ct UI 

[tG'1)
で 日本文表 劣 上声四川音 I ieh 4 

特 2 t‘-e ̂ > t ce de i de d'd daん 磨•'
勒 2 c leI．»de＾ , le ＾ ＞ )e le ! le 

； 
1� [aん

得 1 s te 、̂) C te[ te te,de, : te to tah ケ古
(t 

弟 1 t t. ti SrJi,cli': d i di di げl
cd'i J 
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迭 l � tie tie dr'e, 1 die di dih, 
的 1 Ct i tie t1�di, ! ti ti tih,v.ti ?t, •： 

ど 日本文表 説 t'O I (がo3).

多 4 to to tuJdu ＇ :tu tu tou· nE 
： (to) 

認 3 to to;d, o • i tou (ヵtEo) 
奪 3 rtO to dら jdce dee dah. 歴

•

染 1 to to to，泌o ； to tu tou ヵx
[tu)

ば 8本文表 抜浙吾 pa 2 

巴 6 pa pa po \ po po po, v.poun ゥY
[ pQ)

抜 3 Sが2 pa ，，郎，b氾 Ibo ba baん [分
｀
Y‘d? 

拾 1 �shi· 2m . ; sh針k： 

八 I cpa,s.fa pd po,l,o \ po pd palt ゥy.
[ P 

把 1 cpa, pa• pa po : po po po (勺pY
d.) 

籾 1 f 如'9 boa- bo西
び 日本文表 迷比 -mi 2. pi3 

筆 3 C PI pi pi, bie i pie p i pih 勺I•
(p 

必 2 pI. >, SP’ ・ p I pi,bi,． 1 ． pie, p I pih 勺(,
(p 

微 1 «涵，、wei ue レ :: m. , VI 1 

及 1 s.oh,· ti;ie djioi ! d,..iai 4か djih 

比 l pI p1 p1.,b.i . :
! p. i p, p,·, b,· (勺pIi) 

ぷ 日本文表 母上平声 mu 3 

補 s pu pu ppu,,；； 
bu, ： ;匹 pu pu 勺X

{PV) 

布 1 pu pu pll�bu’ l pサ pu pu (勺pXu) 
ペ 日本文表 別 p·1eh"

比 I p? p I pi,b．ヽ : pi pi pi, bi 勺I
(pi)

迫 p‘e^, ’`p ヽaI ' ： paん もて·1 pe p ；四 pa 
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．
． 

ほ 日本文表 陪 po ＇

婆 3 p （ o p'o bu i bu bl,L bou JV. bo1.1.n (々b*•‘
r
o) 

球 l po3 
9 cpo po pu診£ ipu pu.. pou' 

母 1 mu. mu 況；mu mu ”20U,mo, 7 nx 
(mul 

火 1 如o, ho XO fu i hu hu hou rx 
0m) 

さ 12 ゜

し 52 ゜

゜

22 .. . -· . 蝙•

12 

゜

せ 7 ・ ・ ・ 一・ ・• a 

l 

そ 10 1 

た 35 2 

ら 25 10 

つ 29 ゜

て 5 ゜

と 35 22 

な 27 ゜

に 18 2 

ぬ 5 ゜

ね 22 ゜

①切）

の 25 ゜

は 25 24 

隠 →日 四のl
本部

表L....文 分で
も

で
の

［ 宇

と 用
同 い

字
漢

じ

れてら

でい

の

あ 切 27 

い 58 3 

う 24 ， 

え 5 2 

12 

18 ． ．． ．． ． ． ．． 

゜

か 55 
（足切）

き 31 11 

＜ 33 ゜

け 5 （反切）

こ 26 , ゜

本
稿
「
三」
の
表
の 、

音
注
漢

字
及
び
そ
の
音
価
か

ら、

当
時
の
日
本
語
の
音
声
に
つ
いて

考
え
る
わ
け
で
あ
る
が 、

先
ず 、

「
日
本
文
表」
の
音
注
漢
字
と
比
較
して
み
る
と 、

「
語
若」
で
導
か
れ
る

因1
の
部
分
の
日
本
語
の
音
注
漢

字
と 、

「
日
本
文
表」
の
音
注
淡
字
が 、

必
ず
し
も一
致
して
は
い
な
い
こ
と
に
気
づ
く 。

「
日
本

文表」
と

閲1
の
音
注
澳宇
と

が 、

ど
の
程
度一
致
して
い
る
か
を
数
えて
み
る
と 、

次
表
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る 。

四

毒

察
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び 1 1 

ふ 1 ゜

ペ ゜ ゜

ぼ ゜ ゜

計 1102 229 

゜

ん
2

説゚明文）（反切） （ 

が 12 緬 ） 
゜

（ 反切）
ぎ 12 ··. - -..

4 

4 ゜ぐ
（ 反切 ）

3 
゜

げ （反切）

こ
·

12 ゜

ざ 1 
磁］）

じ 7 （反枷

ず 5 ふ）
＇

ぜ 5 
゜

（反切）

2 
゜

ぞ （反切）

だ 6 ゜

6 ゜
ぢ （反切 ） 

づ 6 疇 ） 

で 8 ゜

ど 11 ゜

ば 13 3 

び 8 （ 
＇ 

゜ぷ

ペ 2 ゜

ほ 6 ゜

ば
l 
゜ ゜

ひ 17
・

8 

ふ 13 1 

ヘ 3 2 

ほ 10 10 

ま 41 1 

み 48 43 

む 16 2 

1 

18 - - - --

4 

も 26 ゜

や 22 ゜

ゆ ， l 

よ 10 10 

ら 24 （反切）

り 22 ゜

ろ 11 ゜

れ 7 ゜

ろ 15 ゜

わ 15 ゜

゜

゜
゜

（反 切）

゜

゜ ...．．．.. 
゜

を ゜
゜

（反切）

隠
音
注
漢
宇
が、

「
日
本
文
表」
の
音
注
漢
字
と
全
く
一
致
し
て
い
ろ
も
の
は 、

僅
か
に、

「
あ 、

ほ 、
よ 、

び」
で
あ
り 、

一
部
だ
け
一
致
し
て
い
る
も
の
は 、

「
い 、

う 、
え、
お、

き、

す、
せ、

そ、
た、

ら、

と 、

に 、
は 、

ひ、
ふ、
へ

、
ま、
み、
む、

め、
ゅ、

ぎ、

ば」
と
な
っ
て
お
り、

全
く
一
致
し
て
い
な
い
も
の
は 、

「
か 、
く 、

け 、
こ 、

さ、

し、
つ 、
て 、
な、
ぬ、
ね、

の 、

も、

ゃ、

ら、

り 、
ろ 、
れ、

ろ、
ゎ、

ん、
が、

ぐ、

げ、
と、

ざ、

じ、

ず、
ぜ、

ぞ、

だ、

ぢ、

づ、

で 、
ど 、

び 、
ぷ 、
ぺ

、
ぼ
J

の
よ
う
に 、

か
な
り
多
い
こ
と
が
わ
か
ろ 。

特
に 、
力
行 、
ナ
行 、
ラ

行 、
ガ
行 、

ザ
行 、
ダ
行
に
渠
中
し
て
い
ろ
こ
と
は
注
目
さ
れ、

後
で 、

閥1
の
部
分
の
音
注
漢
字
の
性

格
を
考
え
ろ
上
で ‘
―
つ
の
手
懸
か
り
に
な
ろ 。
ガ
行 、
ザ
行 、
ダ
行
と
い
う 、

濁
音
の
音
節
に
つ
い
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（
注
s
)

．
て
は、

「
日
本
文
表」
は、

反
切
（
音
連
続
に
よ
る
も
の
も
考
え
ら
れ
る）

．
に
よ
っ
て
音
注
し
て
い
る
が、

同万
部
分
で
は
そ
れ
に
よ
ら
ず、

日
本
語一

音
節
を、

漢
字一．
つ
に
よ
っ
て
音
注
し
た
も
の
ば
か
り
で
あ
る
と
い
う
違
い

が
あ
る。
こ
の
こ
と
は、

「
日
本
文
表」
が、

日
本
語一
音
節
と
と
の
発
音

を
正
確
に
表
わ
そ
う
と
努
力
し
て
い
る
の
に
対
し、

同万
部
分
で
は、

恐
ら

く、

英
際
の
会
話
に
於
け
る
日
本gg
を
写
そ
う
と
し
た
為
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
が、

面
音
以
外
の、
力
行、
ナ
行、

ラ
行
音
の
湯
合、

中
で
も
ラ

行
音
で
は、

「
日
本
文
表」
の
淡
字
は
―
つ
も
用
い
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か

ら、
こ
れ
ら
の

肉万
部
分
は、

「

日
本
文
表」
と
は
全
く
無
関
係
に、

音
注

渓
字
を
施
し
た
と
し
か
思
わ
れ
な
い。

同万
部
分
全
体
に
つ
い
て
言
え
ば、

「
日
本
文
表」
の
音
訳
漢
字
を
基
に、
こ
れ
ら
を
用
い
て
音
注
し
た
の
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
が、

自
然
と
想
起
さ
れ
る
の
で
は
あ
る
が、

固ぢ
部
分

の
―
1
0
二
個
の
音
注
淡
字
の
う
ら、
「
日
本
文
汲」
と
同
一
の
漢
字
は
二

．
二
九
傾、

割
合
に
し
て
約
二
割
（
m-

暉
X
IOO
II
喝
％）
し
か
用
い
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
を
考
え
る
と、
こ
う
い
っ
た
可
能
性
は、

極
め
て
少
な
い
と
言

え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か。

次
に、

瞬
の
部
分
の
B
本
話
の
音
声
に
つ
い
て
考
察
す
る。

「
あ」
の
音
注
漢
字
は

面こ
の
み
で、

北京、
温
州、

寧
波、
浙
江
方
営
共
に

CaJ
が
あ
る
の
で
問
四
な
い。
「
い
」
は、

殆
ど
が
各
方
言
音
共
に
CiJ
で
あ
る

も
の
に
よ
っ
て
音
注
さ
れ
て
い
る
の
で
問
題
な
い。

「
う」
は、
温
州、

上

＂ヽク

海、

寧
波
方
言
で
は、

「
伍、

五、

鵞」
は
び
を
持
つ
の
で、

北
京、
四
川

u

 

音
に
よ
る
方
が
よ
く
理
解
で
き
る
。

「
え
」

に
つ
い
て
は
、

「
額
」

は
、

北
京
以
外
は
す
べ
て．

@
を
持
つ
の
で、

北
京
音
の
方
が
よ
く

r,/
 

わ
か
り、

「

埃」
は
、

e
の
音
が
多
い
呉
万
言
に
よ
る
方
が
よ
く
わ

c

 

か
る
。

「

葉
」
は、

ど
の
方
言
で
も
大
差
は
な
い
が、

「
87

家

軒
距」・
「
325

角

巴
町」
の
二
例
で
あ
る
か
ら、
共
に
語
中
の
例
で、

特
に
「

87」
は
現
代
語
で
も

2の
よ
う
に
聞
こ
え
る
の
で、

そ
の
為
に
「
菜」

を
用
い
た
の
か
も
知
れ
な
い。

「
お
」
に
当
て
ら
れ
た
「

我」
は、

北
京
で

は
◎
で
あ
る
が、

四
川
で
は
3
で
あ
る
こ
と
か
ら、

「

お
」
は
3
か
3
か
よ

く
わ
か
ら
な
い。

「

鶏、

俄」
で
音
注
さ
れ
た
も
の
は、

北
京、
四
川
音
に

よ
る
と―
ò
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が、

「

呵」・
．
も
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で、

よ
う
な
発
音
も
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い。

a

 

w
の
c

 
「

か
」
の
音
注
漢
字
は、

方
言
音
の
よ
く
わ
か
ら
な
い
も
の
が
多
い
が、

，

 

稔

が
多
い
の
で
問
題
な
い。
「
き」
に
は、
邸
5
で
あ
ろ
淡
字
が
多
く

用
い
ら
れ
て
い
る。

「
日
本
文
表」
で
は
「
牙
音」
注
記
が
あ
る
が、
こ
こ

で
も
恐
ら
く
同
様
で、

日
本
語
の
⑯
を
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が、

当
時

の
中
国
語
に
は
り
の
発
音
が
な
か
っ
た
為
で、

必
ず
し
も
「
日
本
文
表」
を

＆
 

兄
た
と
い
う
証
拠
に
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う。

「
く」
は、

殆

ど
が
各
方
言
音
共
a
で
あ
る
漢
字
で
音
注
さ
れ
て
い
る
の
で、

問
題
な
い。

「
け
」
は、
四
川
音
に
よ
る
と
知
で
あ
る。
「

こ」
は、

ど
の
方
g
音
で
も

理
解
で
き
る
が、
四
川
音
に、

で
あ
る
も
の
が
多
い。
．

「

さ」
は、

函
で
あ
る
漢
字
で
は
音
注
さ
れ
て
い
な
い
が、

理
由
は
よ
く

‘,‘
 
D.
 

り

わ
か
ら
な
い。

「
し」
は、

各
方
言
音
共
s
e
て
あ
る
も
の
が
多
く、

日
本

t
 
,＇‘
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I'

飴
の
訳
を
表
わ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る 。
「
す」
よ
U

で
あ
る
漠
字
で
は

(

J

 

音
注
さ
れ
て
い
な
い
の
で 、

平
唇
の
砂
を
表
わ
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る

e、

（
注
4
)

が 、
室
町
時
代
の
中
因
登
料
で
も 、
『
書
史
会
要」
で
は
「
疏」

r
日

cs
 

本
閲
考
略』
で
は
「
宿」 ．

恥
で
音
注
さ
れ
て
い
る
が 、
r
日
本
館
訳
語」
以

後
は 、
「
司 、・
四」
等 、.
r
溜
歴
日
本
図
経」
と
同
じ
発
音
の
渓
字
が
多
く

叫

用
い
ら
れ
て
い
ろ
の
で 、

平
唇
の”
5
と
考
え
る
に
は 、

時
代
が
遡
り
す
ぎ
ろ

よ
う
に
思
わ
れ
ろ
の
で 、
円
唇
か
平
唇
か
ま
で
は
区
別
し
て
表
わ
し
て
い
な
ゅ
eJ ‘

い
と 、
一
応
考
え
て
お
く 。
「
せ」
は 、
北
京 、
四
川
音
に
よ
る
と 、

6
e

で
あ
る
も
の
が
殆
ど
で 、
日
本
匝
の
底
を
表
わ
し
て
い
る
の
だ
ろ
う 。

⑲
 

s•
I
 
息

「
塞」
は 、
四
川
音
に
よ
る
と

底
で
あ
る 。
「
そ」
は 、
①
の
温
州
万
言
で

は
底
だ
が 、
他
方
言
に
よ
っ
て
も
理
解
で
き
る 。

「
た
」
は 、
北
京
音
に
よ
る
と

⑮a
で
あ
る
も
の
が
多
い 。
「
ち」
は 、

n西

「
き」
の
音
注
漠
字
と
同
じ
も
の
が
多
く 、
各
万
言
音
共
に•
Ch.
3
が
多
い
の

で 、
日
本
語
の

邸
を
表
わ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る 。·
「
つ
」
は 、
呉
万
言

t}

i.

 

の
方
が
S
に
近
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が ｀
S
て
あ
ろ
漢
字
で
は
音
注
さ
れ
て

ct

t

 

い
な
い
し 、
他
方
宮
に
よ
っ
て
も
理
解
で
き
ろ 。
「
て」
は 、

北
京 、
四
川

音
で
は

総翠

あ
る
か
ら 、
日
本
語

の⑯
を
表
わ
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る 。

ー
「
と」
は 、
北
京 、
四
川
音
に
よ
る
と

袖、
で
あ
ろ 。

/

l
 

「
な
」
は 、
「
拉」

心が
殆
ど
で 、
北
京
語
で
は

と
卜
を
区
別
す
る
が 、

／
 

n
 

0

/

 

西
南
方
言
（
四
川 、
雰
南 、

貴
州
の
三
も 、

湖
北
の
大
部
分
の
地
区 、
河

南
西
南
部 、
湖
南
西
北
部 、
お
よ
び
広
西
北
部
に
分
布
す
る）
の
う
ち 、
雰

”
 

南
話
を
除
い
て 、
「
多
く
の
地
方
で 、
n
と
ー
を
区
別
し
な
い 。
“
蘭
と

箱

0

篇
伯”i
叶．
“-
口
川
訳ra

itj
＇

タ

（
光
生
飢
〕
ー
ニ
三
ペ
ー
ジ

が
同
音
で
あ
る 。
成
都 、
漢
口
な
ど

」（

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
か
ら 、
本
世
の
音
注
漢
字
が
す
ぺ
て
そ
う
で
あ
る
こ
と

に
は
な
ら
な
い
が 、
四
川
万
言
に
よ
っ
て
い
る
可
能
性
が
大
き
い
こ
と
が
わ

r
,

ノ

か
る 。
「
に」
は 、
殆
ど
が・1
で
あ
ろ
漢
字
に
よ
っ
て
い
ろ
が 、
「
里」
頂

h
 

が
三
例
あ
ろ 。
「
ぬ
」
は
す
ぺ
て
「
魯」

ぃ
で
あ
る 。
「
ね」
も一
例
を
除

J

oJ

 

い
て
す
べ
て
「
勒」
le
で
あ
る 。
「
の
」
も

で
あ
る
漠
字
が
多
い 。
こ
の

c

o

よ
う
に 、
ナ
行
音
は 、
5D
で
あ
る
漢
字
が
多
い
が 、
四
川
音
の
影
響
と
思
わ

れ 、
日
本
語
の

箪⑱箪翁翁
を
表
わ
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
と
思
う 。

「
は」
は

軸
で 、
問
題
な
い 。
「
ひ」
の
音
注
漢
字
は 、
す
べ
て
「
し
」

に
用
い
ら
れ
て
い
ろ
も
の
で
あ
る
が 、
北
京
語
に
は 、

が
な
い
（
他
万
言
は

ど
う
か
よ
く
わ
か
ら
な
い）
か
ら
で 、

必
ず
し
も 、

東
京
万
言
で 、
「
ひ」

が
「
し」
の
よ
う
に
発
音
さ
れ
る
こ
と
を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
い 。
「
ふ
」

は 、

北
京 、
四
川
音
で
は[
fll、
で
あ
る
漠
字
で
音
注
さ
れ
て
お
り 、
日
本
語
の

｀
U

を
表
わ
し
て
い
る
と
思
う 。
「
へ
」
は 、
北
京
音
で
も
理
解
で
き
る
が 、

斥｀四
川
音
で
は
3
で
あ
ろ 。
「
ほ」
は 、

北
京
音
に
も

吟
が
あ
る
よ
う
だ
が ．ヽ

四
川
音
で
は
xoJ
と
な
っ
て
い
ろ 。

「
ま」
は 、

北
京 、
四
川
音
で

凡守
あ
る 。
「
み
」
は 、

各
方
言
音

で
あ
る
「
米」
が 、
そ
の
殆
ど
を
占
め
て
い
る 。
「
未」
は 、

②
の
書

共
細

の
温
州
音 、
及
び
寧
波
音
に
は

印
が
あ
る 。
「
む」
は 、
氾
州 、
上
海
音
で

も
匂か
多
い
が 、
北
京 、
四
川
音
で
は
殆
ど
g
で
あ
る 。
「
め」
は 、
北
京

音
で
も
理
解
で
き
る
が 、
四
川
音
に
よ
る
と

底
で
あ
る
も
の
が
殆
ど
で
あ
る

こ
と
が
注
目
さ
れ
る 。
「
も」
は 、
北
京 、
四
川
音
に
よ
る
と

翁
で
あ
る 。
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・

「
ゃ
」
は、
北
京、
四
川
音
に
よ
る
と、
日
本
語
の，
jv
を
表
わ
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る。
「
ゆ」
は、

北
京、
四
川、
寧
波
音
に
よ
る
と、
日
本
語

の、

を
表
わ
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る。
「
よ」
は、
北
京、
四
川
音
に
よ

る
と、
日
本
語
の．

を
表
わ
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る。

「
ら」
は、
9

、
で
あ
る
漢
字
が
殆
ど
で、
日
本
語
の一

を
表
わ
し
て
い
る

rノ

と
思
わ
れ
る
が、
「
納、

乃」
は、
四
川
音
で
は
ー
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ

c
u.

 

れ
る。
「
り」
は、

各
方
苫
音
共
⑮
で
あ
る
漢
字
が
殆
ど
で、
日
本
語
の
⑭

を
表
わ
し
て
い
る
と
思
う。
「
る
」
は、

g
で
あ
る
漢
字
が
殆
ど
で、
日
本

語
の『

を
表
わ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る。
「
れ」
は、

殆
ど
の
方
苔
で、
暑

で
あ
り、
日
本
語
の
⑭
を
表
わ
す
の
に
妥
当
で
あ
る。
「
ろ」
は、
各
方
言

音
共
0
で
あ
る
漢
字
が
多
く、
日
本
語
の
oJ
を
表
わ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

n2

6

 

る
が、
「
那」
も
四
川
音
で
は．
鼻
で
あ
る。

「
わ
」

は、
北
京、
四
川
音
に
よ
る
と、
日
本
話
の•

を
表
わ
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る。

ジ
ソ

「
ん」
の
音
注
漢
字、
「
硬、
本」
は、
「
216
腎

井
硬」
、
「
344

r,/
 

卜

ヂ

ホ

ソ

冊

多
携
火
本」
の
二
例
で、
「

硬」
、
「
本
」

だ
け
で
n
を
表
わ
し
て
い

（
 

る
と
は
考
え
に
く
く、

反
切
に
よ
っ
て
音
注
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る。
又、

「

344」
は、

意
味
に
も
引
か
れ
た
も
の、
意
味
を
考
慮
し
た
も
の
の
よ
う
で

あ
る。「

び」
は
⑭
で
問
四
な
い。
「
ぷ」
も
⑮
で
問
題
な
い。

「

が
」

の
音
注
漢
字
の
方
言
音
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が、

「
唖」
は
無
気

音
字
で
あ
る
か
ら、

北
京
音
に
よ
っ
て
も、

5
を
表
わ
し
て
い
る
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る。
「
ぎ」
の
音
注
漢
字
の
う
ち、
「
額」
は
「
え」
に
も
当

て
ら
れ
て
い
た。
北
京
音
に
も
の
が
あ
る
よ
う
だ
し、
四
川、

混州、

上海、
寧
波｀

ヽ
•
9、

9

翌
声
母
に
も
つ
の
で、
ガ
行
子
音
を

n/

 

浙
江
方
言
で
も
P
で
は
な
し
カ

rJ
(
 

r_、

表
わ
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る。
「
ぐ」
は、

有
気
音
字
が
用
い
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も、
日
本
語
の
釦
を
表
わ
そ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う。

G
 

「
げ」
の
音
注
漢
字
「
額」
は、
北
京、
四
川
方
言
に
よ
る
と

の
よ
う
な

゜

日
本
語
音
が
考
え
ら
れ
る
が、
・
「
304
桐

木
履

m
配
」
、
「
345

競

グ
ダ
イ

額
帯
こ
の
よ
う
に
語
頭
の
例
な
の
で、
｀

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る。
「
C」
r,/
 
。9、斥

の
音
注
淡
字
「
我」
は、
「
お」
に

も当
て
ら
れ
て
い
た
が、
寧
波、

浙江
で
は、

6

乱

向｝

混
州、
上
海
で
も
声
母
が

I

の
漢
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

ゴ

ザ
ウ

窟

に
近
い
日
本
語
音
が
想
像
さ
れ
る
が、
「
212
五
臓

我
若」
、
「
257
問
主
人

「
400
五
色

痴

書」
の
よ
う
に
語

ゴ
＞ユジソ
9
9
チ
ブ．
ス
カ

在
家
否

我
修
謹
瓦
伍
基
勒
士
＋」
、

d
 

頭
の
場
合
で
あ
る
の
で、

＄
だ
と
思
わ
れ
る。
又、
「

可」
は、
各
万
言
音

共
有
気
音
字
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず、
三
例
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は、
よ

く
わ
か
ら
な
い。
「
鵞」
も、
北
京、
混
州、
浙
江

方言
に
よ
る
と
蕊
で
あ
る。
寧

波
万
言
で
も
理
解
で
き
る。
語
中
の
ガ
行
音
の
用
例
を
見
る
と、
そ
の
上
接

ふソゴ

音
節
に
当
て
ら
れ
た
音
注
淡
字
で、
「
274
珊
瑚

珊
鵞」
は
当
然
と
し
て、

そ
れ
以
外
で、

55韻
尾
を
も
つ
も
の
は
―
つ
も
当
て
ら
れ
て
い
な
い。
ガ

う
）

行
音
の
音
注
漢
字
に
は、

呉
万
言
で
は
g
tぢ
を
声
母
に
も
つ
も
の
が
多
か
っ

C
(
 

た
が、
語
頭
で
も
用
い
ら
れ
て
お
り、
ガ
行
鼻
音
に
つ
い
て
は、
も
し
か
す

る
と、
本
書
の
写
し
て
い
る
日
本
語
に
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
が、
`
、

と

面を
区
別
し
て
表
わ
そ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
は
兄
え
な
い。
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勺」
に
当
て
ら
れ
た
「
惹」
は
◎
で
は
な
い
が、

各
方
言
共、

声
母
が

r54づ
畠
G
で
あ
る
の
で、

ザ
行
子
音
を
表
わ
そ
う
と
し
て
い
る
の
が
わ
か
る。

「
じ」
に
は、・
「
き、

ち」
に
当
て
ら
れ
た
漢
字
が
多
く、

各
方
言
音
共
に

）
 

が
多
い
の
で、

日
本
語
の
i
を
表
ゎ
そ
う
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る。

、i
.
1・1
s
ts

6

 

r
t
 

「
ず」
の
音
注
漠
字
は、
ど
の
方
言
音
に
も
細
は
な
い
が、

日
本
語
の
⑮
を

ぅ

表
わ
そ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う。

「
直」
は、

呉
方
言
で
は
声
母
が
z
で
あ
る。

)

a

 

「
ぜ
」
は、

北
京、

四
111
音
で
は
の
9
が
多
く、

日
本
語
の
g
を
表
わ
し
て

晶

い
る
よ
う
で
あ
る。

上
海
で
は
「
熱」
は
祠‘

平
波
で
は
「
惹」
は．

で
あ

る。

「
ぞ」
の
音
注
淡
字
「
左」
は、

各
方
言
音

共底を
声
母
に
も
ち、

日

本
語
の
砂
を
表
わ
そ
う
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る。
「
曾」
は、

北
京、
四

ぅ

川
音
に
よ
る
と
有
気
音
だ
が、

温
州、

上
海、

寧
波
で
は
声
母
が
z
で
あ
る

a

 

か
ら、、
日
本
語
の．

は、

呉
方
言
の
方
が
表
わ
し
や
す
い。

「
だ」
の
音
注
漢
字
の
う
ち、

「
打」
は、

北
京
音
に
よ
っ
て
い
た
と
し

て
も、

8
本
語
の
必
を
表
わ
そ
う
と
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る。

cd
 

温
州
で
は、

釦
は
な
い
が、

約
を
声
母
に
も
つ
発
音
が
あ
る。

「
妥」
は、

各
方
言
音
共
に
有
気
音
で
あ
り、

用
い
ら
れ
た
理
由
は
よ
く
わ
か
ら
な
い。

「
ち」
、

「
づ
」
は、

「
じ
」
、

「
ず」
と
同
じ
音
注
漢
字
が
用
い
ら
れ
て

お
り、

問
屈
な
い。
「
で
」
の
音
注
漢
字
の
う
ら、

北
京、

四
川
音
で
有
気

音
で
あ
る

「特」
は、
温
州
で

は釦
で
あ
る。
又、
上
海、
京
波、
浙
江
方
言
で
も、

声
母
に
砂
を
も
つ
。
．「
ど」
は、

北
京、

四
川
音
に
よ
っ
て
も
わ
か
る
が、

①
の
宙
の
温
州
方
宮
に
よ
る
と．

函
で
あ
る
も
の
が
多
い。

口ど
は、，
北
京、

四
川
方
営
に
よ
る
と
函
で
あ
る
も
の
が
多
く、

日
本

語
の
心
を
表
わ
そ
う
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ろ。

呉
方
言
で
は
声
母
が
T

で
あ
る
も
の
が
多
く、

「
抜」
は、

上
海
で
は
西
で
あ
る。

「
ぴ」
は、

ど

ふ

の
方
言
に
よ
っ
て
も
理
解
で
き
る
が、

温
州
方
言
に
は、

濁
音
の·ー
が
あ
る。

も

「
ぷ
」
も、

ど
の
方
言
に
よ
っ
て
も
理
解
で
き
る
が、．
温
州
方
言
に
は
恥
が

あ
る。
「
ぺ
」
の
音
注
漢
字
「
比」
に
は、

各
方
言
音
共
に
転
は
な
い
が、

温
州、

寧
波
方
言
で
は、

声
母
が、

で
あ
る。

「
迫」
は、

北
京
音
で
は
有

気
音
で
あ
り、

又、

各
方
言
音
共
面
音
は
な
い
の
で、
四
川
音
が
一
番
恥
に

近
い。

「
ば
」
の
有
気
音
字
の
う
ち
「
婆」
は、

北
京、

四
川
音
で
は
有
気

音
で
あ
る
か
ら、

呉
方
言
に
よ
る
方
が
よ
く
わ
か
る。

以
上
の
よ
う
に、

音
注
淡
字
に
つ
い
て
調
べ
た
結
果、

消
音
は、

北
京、

四
川
音、

濁
音
も、

北
京、

四
川
音
で
も
わ
か
る
が、

呉
方
言
に
よ
る
方
が

ょ
V
理
解
で
き
る。

消
音
の
方
で、

北
京
音
と
四
川
音
で
は、
あ
ま
り
大
き

）
 

な
差
は
な
い
が、

ナ
行
音
に
じ
を
声
母
に
も
つ
渡
字
が
多
く
用
い
ら
れ、
ラ．

rノ

行
音
に
印
（
四
川
音
で
は

こ
で
あ
る
淡
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
に、

n3
 

と

と
が
混
同
し
て
い
る
こ
と、

又、

北
京
音
に
よ．
っ
て
も
理
解
で
き
る

ぅ

ぅ

n2

た

が、

「
へ
」
、・
「
め」
等、
四
川
音
に
よ
ろ
方
が
よ
く
理
解
で
き
ろ
な
ど、

四
川
方
言
の
影
嘔
が
認
め
ら
れ
る。

だ
か
ら
と
い
っ
て、

著
者
は、

四
川
音

に
よ
っ
て
音
注
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い。
四
川
音
の
方

が
表
わ
し
や
す
い
場
合
に
そ
う
し
た
の
か、

箸
者
に
つ
い
て
は
詳
し
く
は
わ

か
ら
な
い
が、

も
し
か
す
る
と、

四
川
音
を
母
語
と
し
て
い
た
た
め
に、
四

川
音
が
混
じ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い。

「
日
本
文
表」
で
の
万
言
注
記
で
も、
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五

結

び

四
川
音
が
多
く
見
ら
れ
た
が、
こ
の
よ
う
に、
「
語
若」
で
導
か
れ
ろ

同万

部
分
で
も
四
川
音
の
影
響
が
あ
ろ
と
い
う
共
通
点
を
も
ち
な
が
ら、
な

豆回

の
部
分
で
は、
「
日
本
文
表」
で
の
音
注
漢
字
を
中
心
に
用
い
て
音
注
し、

実
際
の
会
話
内
で、
種
々
の
音
声
で
実
現
さ
れ
る
場
合
に、
他
の
音
注
漢
字

で
補
う
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
な
い
の
か、
私
に
は
大
変
不
思
窟
に
思
わ
れ

る。
例
え
ば、
「
＜」
の
場
合
を
例
に
と
る
と、
「
日
本
文
表」
で
は
「
姑」

．
で
あ
る
か
ら、

肉万
部
分
で
も
こ
の
漢
字
を
用
い
て
音
注
し、
そ
れ
で
表
わ

し
き
れ
な
い
場
合、•
他
の
音
に
聞
こ
え
る
場
合
に、

他
の
音
注
漢
字
を
用
い

れ
ば
よ
い
と
思
わ
れ
る
の
に、

瞬マ
は
「
姑」
は
一
例
も
用
い
ら
れ
て
い
な

く
て、
「
姑」
と
同
じ
発
音
で
あ
る
「
古」
、
「
鼓」
等
を
あ
て
て
い
る。

「
日
本
文
表」
の
作
者
と、

肉
の
部
分
を
音
注
し
た
作
者
が、
別
人
な
の
か

も
知
れ
な
い。
そ
れ
と
も、・・
ア
ク
セ
ン
ト
等
の、
別
の
問
題
が
絡
ん
で
い
る

の
か
も
知
れ
な
い。
又、
「
日
本
文
表」
で
は、
「
ゐ、
ゑ、
を」
を
戸、

ぇ、
お
」
と
区
別
し
て
音
注
し
て
お
り、
「
日
本
文
表」
は、
も
っ
と
古
い

時
代
に
で
き
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る。
し
か
し、
「
日
本
文
表」

で
は、
「
じ」
と
「
ぢ」
は
別
の
音
注
だ
が、
「
ず」
と
「
づ」
は
同
じ
音

注
に
な
っ
て
い
る。

同
の
部
分
で
は、
四
つ
仮
名
の
区
別
は
な
い
の
で
問
題

は
な
い
が、
「
日
本
文
表」
で
は、
「
い、
え、
お」
と
「
ゐ、
ゑ、
を」

を
区
別
す
る
な
ら
ば、
四
つ
仮
名
を
区
別
し
て
い
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
の

だ
が、
問
図
の
あ
る
所
で
あ
る。

（
注
2)
大
友
先
生
の
「
「
油
歴
日
本
図
経」
の
「
万
言」
所
栽
の
語
槃
―

(
r

Hg
1
0
八）
に
よ
る。

昭
和
五
十
二
年
三
月

こ•

（
注
3)
大
友
先
生
の
「
「
遊
歴
日
本
図
経」
の
「
日
本
文
表」（
出
匹
四
恒
勁

）
を
参
照。

M
士
古
檜
記
念
日
中
糾
文
交
抄
史
論
き

年
四
月
刊
・

桜
鼠
社

（
注
4)
大
友
先
生
の
r
室
町
時
代
の
国
語
音
声
の
研
究

ーー
中
国
資
料
に

（
至
文
堂）
を
参
照。

．

．

よ
ろ
ーー
』

（
注
1)

邑
の
「
纂
輯
日
本
訳

液
都
大
學
文
學
繹

日
本
鐸
語」
111
糾
“
“
文
學
研
究
室

（
福
島
邦
道
氏）
→＿
四
ニ
ペ
ー
ジ、
r
諧
歴
日
本
図
経

本

文
と
索
引』

私
製
蒋

翻
品
文
字

g裔
§

の
「
解
四」
―
二
九
ぺ

ー
ジ
を
参
照。＇

語
解
題」 r

纂
輯

「
万
言」
の
日
本
語
に
つ
い
て
潤
ぺ
た
と
こ
ろ、
そ
の
音
面
は、
現
代
東

京
語
と
同
じ
よ
う
で
あ
る
が、
ガ
行
鼻
音
は、
区
別
し
て
表
わ
そ
う
と
は
さ

れ
て
い
な
か
っ
た。
又、
「
方
言」
の
音
注
漢
字
と
「
日
本
文
表」
の
音
注

漠
字
と
は、
一
致
す
る
も
の
が
約
二
割
し
か
な
く、
二
者
の
関
係
は
あ
ま
り

認
め
ら
れ
そ
う
に
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た。
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